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SDGs で共に創る　持続可能な行方

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
市
内
に
は
、

救
急
や
入
院
、
分
娩
に
対
応
で
き
る
ク

リ
ニ
ッ
ク
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
中

核
医
療
機
関
と
し
て
、
土
浦
協
同
病
院

な
め
が
た
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
１
９
９
の
病
床
を
有
し
ま
す
が
、

現
在
休
床
中
で
す
。
施
設
は
あ
り
ま
す

の
で
、
救
急
・
入
院
機
能
を
有
す
る
病

院
と
し
て
、
再
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
医
療
資
源
の
活
用
と
し
て
、
本
年
５

月
か
ら
は
、
０
歳
か
ら
15
歳
の
子
ど
も

を
対
象
に
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
を
始

め
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
に
拡
充
し
て
、
薬
の
処
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
が
開
通

す
れ
ば
、
医
療
資
源
の
活
用
に
も
、
良

い
影
響
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

市
外
か
ら
医
師
に
、
日
帰
り
や
週
に
一

泊
二
日
で
来
て
い
た
だ
く
等
も
可
能
に

な
る
か
と
思
い
ま
す
。

◆
農
業
と
女
性
活
躍

野
田　
最
後
に
、
行
方
市
の
重
要
な
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
け
る
女
性
活

躍
に
つ
い
て
、
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

髙
須　
女
性
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
農

業
、
女
性
の
視
点
を
生
か
し
た
農
業

す
。
女
性
職
員
の
活
躍
に
向
け
て
、
現

状
の
分
析
に
基
づ
き
、
管
理
的
地
位
へ

の
女
性
職
員
の
登
用
、
男
性
職
員
の
育

児
参
加
の
促
進
、
管
理
的
地
位
に
あ
る

職
員
以
外
の
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
つ

い
て
、
数
値
目
標
を
設
定
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
地
域
や
議
会
で

も
、
女
性
の
活
躍
が
広
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆
女
性
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が

で
き
る
医
療
体
制

野
田　
市
長
は
、
地
域
医
療
の
充
実
を

重
視
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
が
進
む
中
で
の
女
性
活

躍
に
お
い
て
、
安
心
し
て
出
産
や
子
育

て
が
で
き
る
体
制
が
重
要
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

髙
須　
本
市
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を

い
か
に
有
効
活
用
し
て
い
く
か
、
特
に

病
院
機
能
を
入
院
可
能
な
状
態
に
回
復

す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市

内
で
は
、
麻
生
・
玉
造
地
区
に
は
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
北
浦
地
区
に

◆
地
域
で
の
女
性
活
躍
と
市
の
取
り
組
み

野
田　
地
域
社
会
に
お
い
て
女
性
の
活

躍
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
重
視
さ

れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
行
方

市
に
お
け
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

髙
須
市
長
（
以
下
、
髙
須
）
市
民
の
多

様
な
意
見
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
文
化
会
館
や
図
書
館
等
の
各
種

委
員
会
の
委
員
の
４
割
を
、
女
性
と
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
市
職

員
の
割
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、
女
性
が

約
４
割
、
男
性
が
約
６
割
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、本
年
（
令
和
８
年
）

４
月
に
「
行
方
市
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
女

性
活
躍
推
進
法
」（
※
１
）
と
「
次
世

代
法
」（
※
２
）
に
基
づ
く
施
策
で
あ

り
、
育
児
や
介
護
を
含
む
家
庭
生
活
と

仕
事
の
両
立
と
女
性
職
員
の
能
力
発
揮

に
よ
る
活
躍
の
推
進
は
、
相
互
に
関
連

す
る
た
め
、
一
体
的
に
策
定
し
て
い
ま

を
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
推
進
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
を
生
か
し
、
気
候
変
動
に
も
対

応
で
き
る
新
し
い
産
品
の
開
発
や
、
有

機
肥
料
供
給
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
循

環
型
農
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
た
持
続
可
能
な
農
業
の
構
築
に
向

け
て
、
ぜ
ひ
女
性
が
活
躍
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

（
※
１
）「
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」

（
※
２
）「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」

対
談
・
髙
須
敏
美
市
長
（
２
）
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進
ア
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城
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